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Sun Java System Message Queue 4.2リリース
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Version 4.2

Part No. 820-5641

このリリースノートには、Sun JavaTM System Message Queue 4.2のリリース時点で得ら
れる重要な情報が含まれています。ここでは、新機能、拡張機能、既知の問題、制
限事項などについて説明します。Message Queue 4.2をご使用になる前に、このリリー
スノートをお読みください。

このリリースノートには、4.0および 4.1リリースのMessage Queueに関する情報も含
まれています。4.0および 4.1リリースで導入された機能については、それぞれ、22
ページの「Message Queue 4.0の新機能」および 18ページの「Message Queue 4.1の新
機能」を参照してください。

これらのリリースノートの最新版は、Sun Java System Message Queueドキュメント
Webサイト http://docs.sun.com/coll/1307.3から入手できます。ソフトウェアをイ
ンストールおよび設定する前だけでなく、それ以降も定期的にこのWebサイトを
チェックして、最新のリリースノートと製品マニュアルを確認してください。

このリリースノートは、次の節で構成されています。

■ 6ページの「リリースノートの変更履歴」
■ 7ページの「Message Queue 4.2のインストールまたはアップグレード」
■ 7ページの「Message Queue 4.2でサポートされるプラットフォームとコンポーネ
ント」

■ 10ページの「Message Queue 4.2の新機能および最近のリリース」
■ 26ページの「今後のリリースで使用されなくなる機能」
■ 26ページの「Message Queue 4.2で修正されたバグおよび最近のリリース」
■ 30ページの「Message Queue 4.2のマニュアルの更新」
■ 40ページの「既知の問題点と制限事項」
■ 52ページの「再配布可能なファイル」
■ 52ページの「障害を持つユーザー向けのアクセシビリティー機能」
■ 53ページの「問題の報告とフィードバックの方法」
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■ 53ページの「このマニュアルに関するコメント」
■ 54ページの「その他の情報」

このマニュアル内で参照している第三者のURLは、追加の関連情報を提供します。

このマニュアル内で引用する第三者のWebサイトの可用性について Sunは責任を負
いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを通じて利用可能な、コ
ンテンツ、広告、製品、その他の素材について、Sunは推奨しているわけではなく、
Sunはいかなる責任も負いません。こうしたサイトやリソース上の、またはこれらを
経由して利用可能な、コンテンツ、製品、サービスを利用または信頼したことに
伴って発生した (あるいは発生したと主張される)いかなる損害や損失についても、
Sunは一切の責任を負いません。

リリースノートの変更履歴
次の表は、Message Queue製品のすべての 4.xリリースの日付と、各リリースに関連
するこのマニュアルの変更内容を示しています。

表 1–1 変更履歴

日付 変更点

2006年 5月 Message Queue 4.0のこのマニュアルの初回リ
リース。

2007年 1月 Message Queue 4.1 Betaのこのマニュアルの初回
リリース。JAASサポートの説明が追加されて
います。

2007年 4月 Message Queue 4.1 Betaのこのマニュアルの 2番
目のリリース。高可用性の機能が追加されて
います。

2007年 9月 Message Queue 4.1のこのマニュアルの 3番目の
リリース。Java Enterprise System Monitoring
Frameworkのサポート、固定Cポート、バグ修
正、およびその他の機能に関する説明が追加
されています。

2008年 4月 Message Queue 4.2のこのマニュアルの初回ドラ
フトリリース。このリリースの新機能が追加
されています。

リリースノートの変更履歴
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Message Queue 4.2のインストールまたはアップグレード
Message Queue 4.2インストーラを使用して、Message Queue 4.2の新規インストールま
たはMessage Queue 3.6以降からのアップグレードを実行できます。Solaris、Linux、
およびWindowsプラットフォームでのインストールまたはアップグレードに関する
手順およびその他すべての情報は、『Sun Java System Message Queue 4.2 Installation
Guide』に記載されています。このマニュアルは、Message Queue 4.2に関する更新は
行われていません。

3.6より前のバージョンのMessage Queueからアップグレードする場合は、『Sun Java
Enterprise System 5アップグレードガイド (UNIX版)』、『Sun Java Enterprise System 5
Update 1 Upgrade Guide for UNIX』を参照してください。

さらに、40ページの「インストールに関する情報」で、インストールとアップグ
レードに関する既知の問題および制限事項についても確認してください。

Message Queue 4.2でサポートされるプラットフォームと
コンポーネント

この節は、Message Queue 4.2システム要件に関する次のトピックで構成されていま
す。

■ 7ページの「オペレーティングシステムプラットフォームのサポート」
■ 8ページの「システムの仮想化のサポート」
■ 8ページの「コンポーネントの依存関係」

オペレーティングシステムプラットフォームのサ
ポート
Message Queue 4.2は、Solaris、Linux、およびWindowsオペレーティングシステムの
プラットフォームでサポートされます。表 1–2に、サポートされる各プラット
フォームのバージョンを示します。各プラットフォームのハードウェア要件につい
ては、『Sun Java System Message Queue 4.2 Installation Guide』を参照してください。

表 1–2 サポートされるプラットフォームのバージョン

プラットフォーム サポートされるバージョン

Solaris Solaris 9 (SunOS 5.9)、すべての更新版 (SPARC、 x86)

Solaris 10 (SunOS 5.10)、すべての更新版 (SPARC、 x86、x64)

Message Queue 4.2でサポートされるプラットフォームとコンポーネント
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表 1–2 サポートされるプラットフォームのバージョン (続き)
プラットフォーム サポートされるバージョン

Linux Red Hat Enterprise Linux Advanced Server 3.0、4.0、5.0、すべての更新版、32お
よび 64ビットバージョン (x86、x64)

Red Hat Enterprise Linux Enterprise Server 3.0、4.0、5.0、すべての更新版、32お
よび 64ビットバージョン (x86、x64)

Windows Windows Vista

Windows XP Professional、SP2 ( x86)1

Windows 2000 Advanced Server、SP4 (x86)2

Windows Server 2003 Standard Edition、Enterprise Edition、SP2、32および 64
ビットバージョン (x86、x64)3

1 Home Edition、Tablet PC Edition、Media Center Editionはサポートされません
2 Professional Edition、Server Editionはサポートされません
3 Web Edition、Small Business Server Editionはサポートされません

システムの仮想化のサポート
システムの仮想化は、複数のオペレーティングシステム (OS)インスタンスを共用
ハードウェア上で個別に実行できるようにするテクノロジです。機能的にいうと、
仮想化された環境でホストされるOSに配備されたソフトウェアは、通常はベースと
なるプラットフォームが仮想化されていることを認識しません。Sunでは、精選され
たシステムの仮想化とOSの組み合わせについて、その Sun Java System製品のテスト
を行っています。これは、Sun Java System製品が、適切な規模と構成の仮想化された
環境で、仮想化されていないシステム上の場合と同様に引き続き機能することを実
証するためのテストです。仮想化された環境での Sun Java System製品に対する Sunの
サポートの詳細は、http://docs.sun.com/doc/820-4651を参照してください。

コンポーネントの依存関係
プラットフォーム固有の要件のほかに、Message Queue 4.2は特定の基本コンポーネン
トにも依存します。Message Queueクライアントを開発して実行する場合は、それら
のコンポーネントをインストールしてください。表 1–3に、それらのコンポーネン
トを示します。ほかのバージョンまたはベンダー製品も実装できますが、それらは
Sun Microsystemsによるテストが実施されていないため、公式にはサポートされませ
ん。

注 – Message Queueインストーラでは、既存の JDK/JREを選択するか、または JDK
Version 1.5.0_15をインストールできます。

Message Queue 4.2でサポートされるプラットフォームとコンポーネント
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表 1–3 必須のサポートコンポーネント

コンポーネント サポート対象 サポートされるバージョン

Java Runtime
Environment (JRE)

Message Queueブローカおよ
び管理ツール

J2SETM Runtime Environment 1.5.0_15以降

JavaTM SE Runtime Environment 1.6.0

(Sun Microsystemsバージョンのみ)

Java Software
Development Kit
(JDK), Standard
Edition

Javaクライアントの開発お
よび配備

J2SE Development Kit 1.5.0_15以降

Java SE Development Kit 1.6.0

(Sun Microsystems製品バージョンのみ)

表 1–4に、Message Queueクライアントのサポートを追加するためにインストールで
きるその他のコンポーネントを示します。示されているすべてのコンポーネントを
インストールする必要はありません。たとえば、Cクライアントを作成しない場合
は、Cコンパイラ、C++実行時ライブラリ、NSPR、NSSなどは必要ありません。

表 1–4 任意のサポートコンポーネント

コンポーネント サポート対象 サポートされるバージョン

アプリケーションサー
バー

HTTP/HTTPS Sun Java System Application Server Enterprise
Edition, Version 9.1 Update Release 2

Webサーバー HTTP/HTTPS Sun Java System Web Server Enterprise Edition,
Version 7.0, Update 2

データベース JDBCベースのデータスト
ア

HADB, Version 4.4.3.5

Java DB (Apache Derby), Version 10.2.2

MySQL Community Edition, Version 5.0

Oracle10g

postgreSQL, Version 8.1

注 – PointBaseデータベースは、現在はサポー
トされていません。

高可用性データベース 高可用性ブローカクラス
タ

HADB, Version 4.4.3.5

MySQL Cluster Edition, Version 5.0

Oracle10g

Lightweight Directory
Access Protocol (LDAP)
ディレクトリサーバー

Message Queueユーザーリ
ポジトリおよび管理対象
オブジェクト

Sun Java System Directory Server, Version 6.0

Message Queue 4.2でサポートされるプラットフォームとコンポーネント
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表 1–4 任意のサポートコンポーネント (続き)
コンポーネント サポート対象 サポートされるバージョン

Java Naming and
Directory Interface
(JNDI)

管理対象オブジェクトの
サポートと LDAPユーザー
リポジトリ

JNDI Version 1.2.1

LDAP Service Provider, Version 1.2.2

File System Service Provider, Version 1.2 Beta 31

C言語のコンパイラお
よび同等のC++ランタ
イムライブラリ

Message Queue Cクライア
ント

Solaris:Sun Studio, Version 11以降、C++コン
パイラ (標準モード)およびCコンパイラ

Linux: gcc/g++, Version 3.2.3

Windows: Microsoft Windows Visual C++,
Version 6.0 SP3

Netscape Portable
Runtime (NSPR)

Message Queue Cクライア
ント

Version 4.7–12

Network Security
Services (NSS)

Message Queue Cクライア
ント

Version 3.11.9–12

1 管理対象オブジェクトのサポートのみ。開発とテストでサポートされますが、本稼働環境での開発ではサポートされま
せん

2 ダウンロードバンドルに共有パッケージとしてバンドルされています

Message Queue 4.2の新機能および最近のリリース
次の各節では、Message Queue 4.2、4.1、および 4.0の新機能について説明します。

■ 10ページの「Message Queue 4.2の新機能」
■ 18ページの「Message Queue 4.1の新機能」
■ 22ページの「Message Queue 4.0の新機能」

Message Queue 4.2の新機能
Sun Java System Message Queueは、多くの機能を備えるメッセージサービスで、Java
Messaging Specification (JMS) 1.1に準拠する信頼性の高い非同期メッセージングを提供
します。Message Queueでは、JMS仕様を超える機能も用意され大規模企業のシステ
ム配備のニーズにも対応できるようになっています。

Message Queue 4.2は、いくつかの機能拡張とバグ修正が施されたマイナーリリースで
す。この節では、Message Queue 4.2のインストールまたはMessage Queue 4.2への
アップグレードの方法、およびこのリリースに含まれる新機能について説明しま
す。

■ 11ページの「パブリッシャーまたはサブスクライバの複数の送信先」
■ 13ページの「XMLペイロードメッセージのスキーマ検証」
■ 14ページの「分散トランザクションのC-APIサポート」

Message Queue 4.2の新機能および最近のリリース
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■ 16ページの「インストーラでの Sun Connection登録のサポート」
■ 18ページの「MySQLデータベースのサポート」

Message Queue 4.0および 4.1で導入された機能については、それぞれ、22ページ
の「Message Queue 4.0の新機能」および 18ページの「Message Queue 4.1の新機能」
を参照してください。

パブリッシャーまたはサブスクライバの複数の送信先
Message Queue 4.2では、パブリッシャーは複数のトピック送信先にメッセージを発行
でき、サブスクライバは複数のトピック送信先からメッセージを消費できます。こ
の機能は、トピック送信先の名前にワイルドカード文字を使用して、複数の送信先
を表すことにより実現されます。そのような記号名を使用することにより、管理者
は、必要な場合に、ワイルドカードのネーミングスキームに整合する追加のト
ピック送信先を作成できます。送信先が追加されると自動的に、パブリッシャーは
その送信先に発行し、サブスクライバはその送信先から消費するようになります。
ワイルドカードトピックのサブスクライバの方が、パブリッシャーよりも一般的で
す。

注 –この機能は、キュー送信先には適用されません。

トピック送信先の記号名の形式は複数の部分で構成されており、ワイルドカード文
字 (*、**、>)で名前の 1部分または複数の部分を表すことができます。たとえば、次
のようなトピック送信先のネーミングスキームがあるとします。

size.color.shape

このトピック名の各部には、次のような値を指定できます。

■ size: large、medium、smallなど
■ color: red、 green、blueなど
■ shape: circle、 triangle、squareなど

Message Queueでは、次のワイルドカード文字がサポートされます。
■ *:単一部分と一致
■ **: 1つ以上の部分と一致
■ >:任意の数の後続部分と一致

従って、複数のトピック送信先を次のように示すことができます。

large.*.circleは、次のトピック送信先を表します。

large.red.circle

large.green.circle

...

Message Queue 4.2の新機能および最近のリリース
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**.squareは、次のような、.squareで終わるすべてのトピック送信先を表します。

small.green.square

medium.blue.square

...

small.>は、次のような、small.で始まるすべてのトピック送信先を表します。

small.blue.circle

small.red.square

...

この複数送信先機能を使用するには、前述のようなネーミングスキームを使用して
トピック送信先を作成します。クライアントアプリケーションは、それらの送信先
記号名を使用してパブリッシャーまたはコンシューマを作成できます。次に例を示
します。

...

String DEST_LOOKUP_NAME = "large.*.circle";
Topic t = (Destination) ctx.lookup(DEST_LOOKUP_NAME);

TopicPublisher myPublisher = mySession.createPublisher(t)

myPublisher.send(myMessage);

...

String DEST_LOOKUP_NAME = "**.square";
Topic t = (Destination) ctx.lookup(DEST_LOOKUP_NAME);

TopicSubscriber mySubscriber = mySession.createSubscriber(t);

Message m = mySubscriber.receive();

最初の例では、ブローカが、記号名 large.*.circleに一致するすべての送信先に
メッセージのコピーを配置します。2番目の例では、記号名 **.squareに一致する送
信先が 1つ以上ある場合にサブスクライバが作成され、サブスクライバはその記号
名に一致するすべての送信先からメッセージを受信します。記号名に一致する送信
先がない場合は、一致する送信先が追加されるまで、サブスクライバは作成されま
せん。

記号名に一致する追加の送信先を管理者が作成すると、その後、その記号名を使用
して作成されたワイルドカードパブリッシャーがその送信先にメッセージを発行
し、次に、その記号名を使用して作成されたワイルドカードサブスクライバがその
送信先からメッセージを受信します。

また、Message Queue管理ツールでは、トピック送信先のパブリッシャー (プロ
デューサ)とサブスクライバ (コンシューマ)の合計数のほかに、一致する送信先記号
名を含むワイルドカードパブリッシャーの数と、送信先記号名を含むワイルドカー
ドサブスクライバの数も報告されます (存在する場合)。
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XMLペイロードメッセージのスキーマ検証
Message Queue 4.2のこの新機能では、メッセージがブローカに送信された時点で、テ
キスト (オブジェクトではない)のXMLメッセージのXMLスキーマを検証できま
す。XMLスキーマ (XSD)の場所は、Message Queue送信先のプロパティーとして指定
されます。XSDの場所が指定されていない場合は、XMLドキュメント内のDTD宣言
を使用してDTD検証が実行されます。データ型および値の範囲の検証を含むXSD検
証は、DTD検証よりも厳格です。

クライアントアプリケーションでこの新機能を使用する場合は、Java SEのバー
ジョンを JRE 1.5以上にアップグレードしてください。

XMLスキーマ検証を有効にするには、次の物理送信先プロパティーを設定します。

表 1–5 XMLスキーマ検証の物理送信先プロパティー

プロパティー 型
デフォル
ト値 説明

validateXMLSchemaEnabled ブール
型

false XMLスキーマ検証が有効になっているかどうか

falseに設定されているか、または何も設定されて
いない場合、送信先のXMLスキーマ検証は有効に
なっていません。

XMLSchemaURIList 文字列 null XMLスキーマドキュメント (XSD) URI文字列のス
ペース区切りリスト

URIは、XMLスキーマ検証が有効になっている場
合に使用する 1つ以上のXSDの場所を示します。

複数のURIを指定する場合は、この値を二重引用
符で囲みます。

例:

“http://foo/flap.xsd

http://test.com/test.xsd”

このプロパティーが設定されていないか、または
nullの場合にXML検証が有効になっていると、
XMLドキュメント内で指定されたDTDを使用して
XML検証が実行されます。

reloadXMLSchemaOnFailure ブール
型

false 障害発生時にXMLスキーマを再読み込みするかど
うか

falseに設定されているか、または何も設定されて
いない場合は、検証で障害が発生したときにス
キーマの再読み込みは行われません。
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XML検証が有効になっている場合、Message Queueクライアントランタイムは、XML
メッセージをブローカに送信する前に、指定されたXSD (XSDが指定されていない場
合はDTD)に照らしたメッセージの検証を試みます。指定されたスキーマが見つから
ないか、またはメッセージを検証できない場合は、メッセージは送信されずに、例
外がスローされます。

送信先の作成時または更新時に、imqcmd create dst または imqcmd update dst コマン
ドを使用して、XML検証プロパティーを設定できます。XML検証プロパティーは、
送信先がアクティブでないときに設定してください。つまり、送信先のコンシュー
マとプロデューサがないとき、および送信先にメッセージが存在しないときです。

注 –実行時にXSDにアクセスできない場合は、送信先がアクティブなときに
XMLSchemaURIListを変更しなければならないことがあります。

たとえばプロデューサが送信先に接続されている場合など、送信先がアクティブな
ときにXML検証プロパティーのいずれかが設定されると、その変更は、プロデュー
サがブローカに再接続されるまで有効になりません。同様に、アプリケーションの
要件が変更されたためにXSDが変更された場合は、変更後のXSDに基づいてXML
メッセージを生成するすべてのクライアントアプリケーションをブローカに再接続
してください。

reloadXMLSchemaOnFailureプロパティーが trueに設定されているときにXML検証に
失敗すると、Message Queueクライアントランタイムは、メッセージを再度検証する
前にXSDの再読み込みを試みます。再読み込みしたXSDを使用した検証に失敗する
と、クライアントランタイムは例外をスローします。

分散トランザクションのC-APIサポート
X/Open分散トランザクションモデルに従って、分散トランザクションのサポート
は、1つ以上のリソースマネージャーで実行される操作の追跡と管理を行う分散トラ
ンザクションマネージャーに依存します。Message Queue 4.2では、Message Queue
C-APIでXAインタフェース (分散トランザクションマネージャーと、XA準拠のリ
ソースマネージャーとしてのMessage Queueの間のインタフェース)がサポートされ
るようになりました。それにより、BEA Tuxedoなどの分散トランザクション処理環
境で実行されるMessage Queue C-APIクライアントが、分散トランザクションに参加
できるようになりました。

この分散トランザクションのサポートは、次に示す、XAインタフェース仕様を実装
するための新しいC-API関数 (および新しいパラメータとエラーコード)から成りま
す。

MQGetXAConnection()

MQCreateXASession()
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Cクライアントアプリケーションを分散トランザクションのコンテキストで使用す
る場合は、MQGetXAConnection()を使用して接続を取得し、MQCreateXASession()を
使用して、メッセージを生成および消費するためのセッションを作成します。すべ
ての分散トランザクションの開始、コミット、およびロールバックは、分散トラン
ザクションマネージャーが提供するAPIによって管理されます。

public情報

X/Open XAインタフェース仕様では、Message QueueのXA準拠リソースマネー
ジャーに関する次の public情報が必要です。

■ xa_switch_t構造体の名前: sun_my_xa_switch
■ リソースマネージャーの名前: SUN_RM
■ リンクするMQ C-APIライブラリ: mqcrt
■ xa_close文字列と形式:なし
■ xa_open文字列と形式:「;」で区切られた名前と値のペア (「名前=値」形式)

次の名前と値の組み合わせがサポートされます。

表 1–6 Message Queueリソースマネージャーの名前と値の組み合わせ

名前 値 説明 デフォルト

address host:port ブローカのPortmapper
サービスのホストと
ポート

localhost:7676

username 文字列 ブローカへの接続に使
用するユーザー名

guest

password 文字列 ユーザー名のパスワー
ド

guest

conntype TCPまたは SSL ブローカへの接続のプ
ロトコルの種類

TCP

trustedhost true/false ブローカのホストが信
頼できるかどうか
(conntypeが SSLの場合
にのみ使用)

true

certdbpath 文字列 NSS証明書およびキー
データベースファイル
が格納されたディレク
トリへのフルパス

なし

clientid 文字列 JMS永続サブスクリプ
ションでのみ必要

なし
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表 1–6 Message Queueリソースマネージャーの名前と値の組み合わせ (続き)
名前 値 説明 デフォルト

reconnects 整数 ブローカへの再接続の
試行回数 (0は再接続し
ないことを意味する)

0

プログラミング例

分散トランザクションを使用するアプリケーションのプログラミングでは、トラン
ザクションマネージャー環境で動作するサーバー側のサービスと、トランザク
ションマネージャーAPIを呼び出すクライアント側のコードを作成します。Message
Queue 4.2には、Tuxedoトランザクションマネージャーに基づくプログラミング例が
用意されています。それらの例は、各プラットフォームの ./C/tuxedoディレクトリ
内の sample programsディレクトリにあります。

このディレクトリに含まれている READMEファイルに、Message Queueリソースマネー
ジャーを使用するためのTuxedoのセットアップ方法、およびTuxedo環境で次のプ
ログラミング例を構築する方法が記載されています。

プログラミング例 説明

jmsserver.c Message Queueを使用してメッセージを送受信するTuxedoサービス
を実装します。

jmsclient_sender.c jmsserver.cプログラムのメッセージ生成サービスを使用する
Tuxedoクライアントです。

jmsclient_receiver.c jmsserver.cプログラムのメッセージ受信サービスを使用する
Tuxedoクライアントです。

async_jmsserver.c Message Queueを使用してメッセージを非同期に消費するTuxedo
サービスを実装します。

jmsclient_async_receiver.c async_jmsserver.cプログラムの非同期メッセージ消費サービスを
使用するTuxedクライアントです。

インストーラでの Sun Connection登録のサポート
Message Queueインストーラが、Message Queueを Sun Connectionに登録できるように
拡張されました。Sun Connectionは、Sunのハードウェアとソフトウェアの追跡、構
成、および維持を支援するために Sunが提供するサービスです。

Message Queueのインストール時に、Message Queueを Sun Connectionに登録できま
す。インストールしたMessage Queueに関する情報、たとえば、リリースバー
ジョン、ホスト名、オペレーティングシステム、インストール日などの基本情報
は、Sun Connectionのデータベースに安全に転送されます。Sun Connectionのインベ
ントリサービスは、Sunのハードウェアとソフトウェアの構成に役立ちます。ま
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た、更新サービスでは、最新のセキュリティー修正、推奨される更新、および機能
拡張に関する情報を得ることができます。

Message Queue 4.2では、Sun Connection登録用に、次のインストーラ画面が追加され
ています。

登録するには、Sun Onlineアカウントを持っているか、または作成する必要がありま
す。アカウントをまだ持っていない場合は、Sun Onlineアカウントを作成するため
の、次の画面が表示されます。
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インストール時にこれらの画面を使用してMessage Queueを登録できますが、インス
トールが完了した後で登録することもできます。その場合は、次のように登録専用
モードでインストーラを実行します。

# installer -r

登録専用モードを使用するには、Message Queue 4.2がすでにインストールされている
必要があります。登録専用モードでは、登録に関連するインストーラ画面のみが表
示されます。

MySQLデータベースのサポート
Message Queue 4.2では、JDBCベースのデータストアとしてMySQLデータベースがサ
ポートされます。スタンドアロンブローカ用の JDBCデータベースとしては、MySQL
Cluster Editionを使用できます。MySQL Cluster Editionは、高可用性ブローカクラス
タに必要な高可用性共有データストアとして使用することもできます。MySQLを使
用するためのMessage Queueの構成については、『Sun Java System Message Queue 4.2
Administration Guide』の「Configuring a JDBC-Based Data Store」および『Sun Java
System Message Queue 4.2 Administration Guide』の「High-Availability Cluster
Properties」を参照してください。

Message Queue 4.1の新機能
Message Queue 4.1は、いくつかの新機能、機能拡張、およびバグ修正を実装したマイ
ナーリリースです。ここでは 4.1リリースの新機能について説明するとともに、詳細
な情報の参照先を示します。

■ 19ページの「高可用性ブローカクラスタ」
■ 20ページの「JAASサポート」
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■ 20ページの「持続データストアの形式の変更」
■ 20ページの「ブローカの環境設定」
■ 21ページの「Java ES Monitoring Frameworkのサポート」
■ 21ページの「拡張されたトランザクション管理」
■ 21ページの「Cクライアント接続の固定ポート」

Message Queue 4.0で導入された機能については、22ページの「Message Queue 4.0の
新機能」を参照してください。

高可用性ブローカクラスタ
Message Queue 4.1では、高可用性ブローカクラスタが導入されました。従来のブロー
カクラスタでは、ブローカで障害が発生した場合に別のブローカがメッセージング
サービスを提供する「メッセージングサービス」の可用性のみが提供されていまし
た。高可用性ブローカクラスタでは、ブローカで障害が発生した場合に持続
メッセージと状態データを使用して別のブローカがメッセージ配信を継承できる、
「データ」の可用性も提供されます。

Message Queue 4.1で導入された高可用性の実装では、JDBCベースの共有データスト
アが使用されます。ブローカクラスタ内の各ブローカがそれぞれの持続データスト
アを持つのではなく、クラスタ内のすべてのブローカが同じ JDBC準拠データベース
を共有します。特定のブローカで障害が発生すると、そのブローカのメッセージ
ルーティングおよび配信を、メッセージクラスタ内の別のブローカが継承します。
そのときに、継承ブローカは、共有データストアのデータおよび状態情報を使用し
ます。障害が発生したブローカのメッセージングクライアントは継承ブローカに再
接続するため、メッセージングサービスは中断されません。

Message Queue 4.1の高可用性実装に使用される JDBCベースの共有ストアは、それ自
体も高可用性ストアでなければなりません。高可用性データベースを持っていない
場合、またはメッセージ配信が中断されないことを重要視しない場合は、データの
可用性がなくサービスの可用性のみを提供する従来のクラスタを引き続き使用でき
ます。

Message Queue 4.1の高可用性ブローカクラスタを設定するには、クラスタ内のブロー
カごとに、次のブローカプロパティーを指定します。

■ クラスタメンバーシッププロパティー。ブローカが高可用性ブローカクラスタ内
にあることと、クラスタの IDおよびクラスタ内のブローカの IDを指定します。

■ 高可用性データベースプロパティー。持続データモデル (JDBC)、データベースベ
ンダーの名前、およびベンダー固有の設定プロパティーを指定します。

■ 障害検出および継承プロパティー。ブローカ障害の検出および継承ブローカによ
る処理の方法を指定します。

高可用性ブローカクラスタ実装を使用するには、次の操作を実行します。

1. 高可用性データベースをインストールします。
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2. JDBCドライバの .jarファイルをインストールします。
3. 高可用性持続データストア用のデータベーススキーマを作成します。
4. クラスタ内のブローカごとに、高可用性プロパティーを設定します。
5. クラスタ内の各ブローカを起動します。

高可用性ブローカクラスタの概念に関する説明、および従来のクラスタとの比較に
ついては、『Sun Java System Message Queue 4.2 Technical Overview』の第 4章「Broker
Clusters」を参照してください。高可用性ブローカクラスタの手続きおよび参照に関
する情報については、『Sun Java System Message Queue 4.2 Administration Guide』の第
10章「Configuring and Managing Broker Clusters」および『Sun Java System Message
Queue 4.2 Administration Guide』の「Cluster Configuration Properties」を参照してくだ
さい。

Message Queue 4.0で高可用性データベースを使用していた場合、高可用性ブローカク
ラスタに切り替えるには、データベースマネージャーユーティリティー (imqdbmgr)
を使用して共有持続データストアに変換できます。49ページの「ブローカクラス
タ」で、既知の問題および制限事項についても参照してください。

JAASサポート
Message Queue 4.1では、ファイルベースおよび LDAPベースの組み込み認証機構に加
えて、JAAS (Java Authentication and Authorization Service)サポートも導入されていま
す。JAASを使用すると、外部の認証機構をブローカに接続してMessage Queueクラ
イアントを認証できます。

ブローカによって JAAS準拠の認証サービスで利用可能になる情報についての説明、
およびそれらのサービスを使用するようにブローカを設定する方法については、
『Sun Java System Message Queue 4.2 Administration Guide』の「Using JAAS-Based
Authentication」を参照してください。

持続データストアの形式の変更
Message Queue 4.1は、JDBCベースのデータストアが高可用性ブローカクラスタをサ
ポートするように変更されました。このため、JDBCベースのデータストアの形式が
Version 410になりました。Version 350、370、および 400の形式は、自動的にVersion
410に移行されます。

ファイルベースの持続データストアの形式は、何も変更されていないので、Version
370のままです。

ブローカの環境設定
Message Queue 4.1の環境設定ファイル imqenv.confに、プロパティー
IMQ_DEFAULT_EXT_JARSが追加されました。このプロパティーを設定して、ブローカが
起動するときに CLASSPATHに含まれる外部 .jarファイルのパス名を指定できます。こ
のプロパティーを使用して外部 .jarファイルの場所を指定した場合は、これらの
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ファイルを lib/extディレクトリにコピーする必要はなくなります。外部 .jarファイ
ルは、JDBCドライバまたは JAASログインモジュールを参照できます。次のサンプ
ルプロパティーは、JDBCドライバの場所を指定します。

IMQ_DEFAULT_EXT_JARS=/opt/SUNWhadb4/lib/hadbjdbc4.jar:/opt/SUNWjavadb/derby.jar

Java ES Monitoring Frameworkのサポート
Message Queue 4.1では、Sun Java Enterprise System (Java ES) Monitoring Frameworkのサ
ポートが導入されました。Monitoring Frameworkは、一般的なグラフィカルインタ
フェースを使用して Java ESコンポーネントを監視できるようにします。このインタ
フェースは、Sun Java System Monitoring Consoleと呼ばれるWebベースのコンソール
によって実装されます。管理者はこのコンソールを使用して、パフォーマンス統計
の表示、自動監視のためのルールの作成、アラームの確認などを行えます。ほかの
Java ESコンポーネントと一緒にMessage Queueを実行している場合は、1つのインタ
フェースを使用してすべてのコンポーネントを管理するほうが便利なことがありま
す。

Java ES Monitoring FrameworkによるMessage Queueの監視については、XREFを参照
してください。

拡張されたトランザクション管理
以前は、管理上、PREPARED状態のトランザクションだけをロールバックすることが
できました。つまり、分散トランザクションの一部であるセッションが正常に終了
しなかった場合、そのトランザクションは、管理者がクリーンアップできない状態
のままになりました。Message Queue 4.1では、コマンドユーティリティー (imqcmd)を
使用して、STARTED、FAILED、INCOMPLETE、COMPLETE、PREPAREDの状態にあるトラン
ザクションをクリーンアップ (ロールバック)できます。

特定のトランザクションがロールバックできるかどうか (特に、PREPARED状態でない
場合)の判別に役立つように、このコマンドユーティリティーは、追加のデータを
imqcmd query txn 出力の一部として提供します。このデータは、そのトランザク
ションを開始した接続のコネクション IDを提供し、トランザクションが作成された
時間を示します。管理者は、この情報を使用して、トランザクションをロール
バックする必要があるかどうかを決定できます。一般に、管理者は早計にトランザ
クションをロールバックすることを避けるとよいでしょう。

Cクライアント接続の固定ポート
Message Queue 4.1では、Cクライアントは、Javaクライアントと同様に、ブローカの
ポートマッパーサービスで動的に割り当てられるポートではなく、固定ブローカ
ポートに接続できるようになりました。固定ポート接続は、ファイアウォールを経
由する場合、または他の何らかの理由でポートマッパーサービスをバイパスする必
要がある場合に役立ちます。
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固定ポート接続を設定するには、ブローカとCクライアントランタイムの両方 (接続
の両端)を設定する必要があります。たとえば、ssljmsを介してクライアントをポー
ト 1756に接続する場合は、次のように操作します。
■ クライアント側で、次のプロパティーを設定します。

MQ_SERVICE_PORT_PROPERTY=1756

MQ_CONNECTION_TYPE_PROPERTY=SSL

■ ブローカ側で、imq.serviceName.protocolType.portプロパティーを次のように設定
します。

imq.ssljms.tls.port=1756

注 – MQ_SERVICE_PORT_PROPERTY接続プロパティーは、Message Queue 3.7 Update 2に
バックポートされています。

Message Queue 4.0の新機能
Message Queue 4.0は、Application Server 9 PEのサポートに限定されたマイナーリリー
スです。このリリースでは、いくつかの新機能、機能拡張、およびバグ修正が実装
されています。この節では、このリリースの新機能について説明します。

■ 22ページの「JMX管理APIのサポート」
■ 23ページの「クライアントランタイムログ」
■ 23ページの「接続イベント通知API」
■ 23ページの「ブローカ管理の拡張機能」
■ 24ページの「JDBCベースのデータストアに関する情報の表示」
■ 25ページの「JDBCプロバイダのサポート」
■ 25ページの「持続データストアの形式の変更」
■ 25ページの「追加のメッセージプロパティー」
■ 25ページの「SSLサポート」

注意 – version 4.0には、軽度とはいえ、状況によって十分な対応が必要になる変更が
導入されました。その 1つとして、パスワードを指定するコマンド行オプションが
使用されなくなったことが挙げられます。今後は、46ページの「使用されなく
なったパスワードオプション」で説明するように、すべてのパスワードをファイル
に保存するか、または要求されたときに入力します。

JMX管理APIのサポート
Message Queue 4.0には、Java Management Extensions (JMX)仕様に準拠して、Message
Queueブローカを設定および監視するための新しいAPIが追加されました。このAPI
を使用すると、Javaアプリケーション内部からプログラムによってブローカ関数を
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設定および監視することができます。以前のバージョンのMessage Queueでは、これ
らの関数にはコマンド行管理ユーティリティーまたは管理コンソールからしかアク
セスできませんでした。

詳細については、『Sun Java System Message Queue 4.2 Developer’s Guide for JMX
Clients』を参照してください。

クライアントランタイムログ
Message Queue 4.0では、接続およびセッション関連のイベントに関するクライアント
ランタイムログのサポートが導入されました。

クライアントランタイムログおよびその設定方法については、『Java Dev Guide』の
137ページを参照してください。

接続イベント通知API
Message Queue 4.0にはイベント通知APIが導入され、クライアントランタイムが接続
状態の変更をアプリケーションに通知できるようになりました。接続イベント通知
を使用すると、Message Queueクライアントは接続のクローズおよび再接続イベント
を待機して、通知タイプと接続状態に基づいて適切なアクションを起こすことがで
きます。たとえば、フェイルオーバーが発生してクライアントが別のブローカに再
接続された場合、アプリケーションはそのトランザクションの状態をクリーン
アップしてから新しいトランザクションに進む必要があるかもしれません。

接続イベント、およびイベントリスナの作成方法については、『Java Dev Guide』の
96ページを参照してください。

ブローカ管理の拡張機能
Message Queue 4.0では、コマンドユーティリティー (imqcmd)に、サブコマンドといく
つかのコマンドオプションが追加されました。管理者はこれらを使用して、ブロー
カを休止したり、指定した間隔の後でブローカをシャットダウンしたり、接続を破
棄したり、Javaシステムプロパティー (たとえば、コネクション関連のプロパティー)
を設定したりできます。

■ ブローカを休止すると休止状態になり、ブローカをシャットダウンまたは再起動
する前に、メッセージを排出してしまうことができます。休止状態にあるブロー
カに新しく接続が作成されることはありません。ブローカを休止するには、次の
ようなコマンドを入力します。

imqcmd quiesce bkr -b Wolfgang:1756

■ 指定した間隔の後でブローカをシャットダウンするには、次のようなコマンドを
入力します。(時間間隔は、ブローカをシャットダウンするまでの待機を秒数で指
定します。)
imqcmd shutdown bkr -b Hastings:1066 -time 90
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時間間隔を指定した場合、ブローカはシャットダウンが発生するタイミングを示
すメッセージを記録します。次にその例を示します。

Shutting down the broker in 29 seconds (29996 milliseconds)

ブローカがシャットダウンを待っている間、ブローカの動作は次のような影響を
受けます。
■ 管理 JMS接続は引き続き受け付けられます。
■ 新しい JMS接続は受け付けられません。
■ 既存の JMS接続は引き続き機能します。
■ ブローカが高可用性ブローカクラスタ内のほかのブローカを継承することはで
きません。

■ imqcmdユーティリティーはブロックはせず、シャットダウンの要求をブロー
カに送信してすぐに返します。

■ 接続を破棄するには、次のようなコマンドを入力します。

imqcmd destroy cxn -n 2691475382197166336

コマンド imqcmd list cxnまたは imqcmd query cxnを使用してコネクション IDを
取得します。

■ imqcmdを使用してシステムプロパティーを設定するには、新しい –Dオプション
を使用します。これは、JMSコネクションファクトリのプロパティー、またはコ
ネクション関連の Javaシステムのプロパティーの設定または上書きに便利です。
次に例を示します。

imqcmd list svc -secure -DimqSSLIsHostTrusted=true

imqcmd list svc -secure -Djavax.net.ssl.trustStore=/tmp/mytruststore

-Djavax.net.ssl.trustStorePassword=mytrustword

imqcmdコマンドの構文の詳細は、『Sun Java System Message Queue 4.2 Administration
Guide』の第 15章「Command Line Reference」を参照してください。

JDBCベースのデータストアに関する情報の表示
Message Queue 4.0では、データベースマネージャーユーティリティー imqdbmgrに、
新しい queryサブコマンドが追加されました。このサブコマンドは、JDBCベースの
データストアに関する情報 (データベースバージョン、データベースユーザー、デー
タベーステーブルが作成されたかどうかなど)を表示するために使用します。

次に、このコマンドによって表示される情報の例を示します。

imqdbmgr query

[04/Oct/2005:15:30:20 PDT] Using plugged-in persistent store:

version=400

brokerid=Mozart1756
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database connection url=jdbc:oracle:thin:@Xhome:1521:mqdb

database user=scott

Running in standalone mode.

Database tables have already been created.

JDBCプロバイダのサポート
Message Queue 4.0では、Apache Derby Version 10.1.1が、JDBCベースのデータストア
プロバイダとしてサポートされるようになりました。

持続データストアの形式の変更
Message Queue 4.0では、最適化のため、および今後の拡張機能をサポートするため
に、JDBCベースのデータストアに変更が加えられました。このため、JDBCベース
のデータストアの形式がVersion 400になりました。Message Queue 4.0では、ファイ
ルベースのデータストアのバージョンは、何も変更されていないので、370のままで
す。

追加のメッセージプロパティー
Message Queue 4.0では、デッドメッセージキューに配置されたすべてのメッセージで
設定される 2つの新しいプロパティーが追加されました。

■ JMS_SUN_DMQ_PRODUCING_BROKERは、メッセージが生成されたブローカを指定しま
す。

■ JMS_SUN_DMQ_DEAD_BROKERは、メッセージをデッドとして指定したブローカを指定
します。

SSLサポート
Message Queue 4.0から、クライアントコネクションファクトリのプロパティー
imqSSLIsHostTrustedのデフォルト値が falseになりました。使用しているアプリ
ケーションが以前のデフォルト値の trueに依存している場合は、再設定を行い、プ
ロパティーを明示的に trueに設定する必要があります。

ブローカが自己署名付き証明書を使用するように設定されているときは、ホストを
信頼することもできます。この場合、接続で SSLベースの接続サービスを使用する
ように指定する (imqConnectionTypeプロパティーを使用する)ことに加えて、
imqSSLIsHostTrustedプロパティーを trueに設定することをお勧めします。

たとえば、ブローカが自己署名付き証明書を使用するときに安全にクライアントア
プリケーションを実行するには、次のようなコマンドを使用します。

java -DimqConnectionType=TLS

-DimqSSLIsHostTrusted=true ClientAppName
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ブローカが自己署名付き証明書を使用するときにコマンドユーティリティー (imqcmd)
を安全に使用するには、次のようなコマンドを使用します (コネクタサービスのリス
トを表示する場合)。

imqcmd list svc -secure -DimqSSLIsHostTrusted=true

今後のリリースで使用されなくなる機能
メッセージベースの監視では、メトリックトピック送信先に書き込まれたメト
リック (計測データ)情報を使用してブローカとその送信先を管理できますが、この
機能は今後のリリースでは使用されなくなります。

メッセージベースの監視では、ブローカの設定可能なメトリックスメッセージプロ
デューサを利用して、メトリックデータを JMSメッセージに書き込みます。この
JMSメッセージは、メッセージに含まれているメトリック情報の種類に応じてメト
リックトピック送信先に送信されます。このメトリック情報にアクセスするには、
適切なメトリックトピック送信先へのサブスクライブ、そのメッセージの消費、お
よび必要に応じたデータ処理を行うクライアントアプリケーションを記述します。

メッセージベースの監視機能の代わりに、MQ 4.0で実装された JMX管理APIが使用
されるようになっています (22ページの「JMX管理APIのサポート」を参照)。この
JMX APIは、より包括的 (トピック送信先に書き込まれるよりも多くのメトリック
データが含まれる)であり、JMX業界標準に基づいています。

Message Queueで JMX APIがサポートされている現在、あえてメッセージベースの監
視を使用する理由はありません。メッセージベースの監視機能に関する情報は、こ
の機能が正式に使用されなくなるまでMessage Queueドキュメントに残されます。

Message Queue 4.2で修正されたバグおよび最近のリリー
ス

Message Queue 4.2には、新しいバグ修正が施され、Message Queue 4.1およびMessage
Queue 4.0の各リリースでのバグ修正も組み込まれています。

次の各節では、それぞれのリリースで修正されたバグの一覧を示します。

■ 26ページの「Message Queue 4.2で修正されたバグ」
■ 28ページの「Message Queue 4.1で修正されたバグ」
■ 29ページの「Message Queue 4.0で修正されたバグ」

Message Queue 4.2で修正されたバグ
次の表に、Message Queue 4.2で修正されたバグを示します。
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表 1–7 Message Queue 4.2で修正されたバグ

バグ 説明

6581592 インストーラまたはアンインストーラがテキストモード (installer –t )で実行さ
れているときは、「概要」画面にログファイルまたは概要ファイルを含むディレ
クトリが表示されますが、これらのファイルの名前のリストは表示されません。

6585911 インストーラにバンドルされている、インストーラの実行に使用する JREが、イン
ストーラの「JDKの選択」画面に正しく表示されません。

6587112 複数バイトロケールで、インストーラの「概要」画面に無意味な文字が表示され
ます。

6587127 回答ファイルを参照して (installer -a filename -s) インストーラを実行するとき
に、回答ファイルが存在しない場合、矛盾した不明瞭なエラーメッセージが表示
されます。

6590969 クライアント接続認証で、DNユーザー名形式が許可されます。

6594381 Message Queue 4.1ローカリゼーションRPMのインストール (「多言語パッケージ」
画面で「Message Queue多言語パッケージのインストール」チェックボックスに
チェックマークを付けた場合に実行される)は、古いバージョンのMessage Queue
ローカリゼーションRPMがシステムに存在すると、異常終了します。

6599144 Message Queue 4.2のアンインストール時に、Java SE 6ではスプラッシュ画面とアン
インストーラがハングアップして空のグレー画面になりますが、Java SE 5では正し
く動作します。

6615741 ロールバックの前に元のコンシューマが閉じられると、ロールバックされたトラ
ンザクションコンシューマセッションで配信されたメッセージは再配信されませ
ん。

6629922 分散トランザクションハンドラは、非アクティブなコンシューマに正しい順序で
メッセージを再配信しません。

6635130 送信先のメモリー制限またはメッセージ制限に達したために一時停止された後、
ブローカは、非持続メッセージのプロデューサに生成を再開するように通知でき
ません。

6641117 ロールバックの後に元のコンシューマが閉じられると、ロールバックされたトラ
ンザクションコンシューマセッションで配信されたメッセージは再配信されませ
ん。

6683897 設定が正常に完了したように見える場合でも、Message Queueインストーラの「概
要」画面で設定エラーが報告されます。インストーラは、いくつかのコンピュー
タの /dev/sterrに書き込むことができません。

6684069 コンシューマトランザクションで多数のメッセージがリモートクライアントに配
信されるブローカクラスタで、トランザクションのコミットに障害が発生しま
す。

6688935 Portmapperの読み取りのタイムアウトが短すぎます。
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表 1–7 Message Queue 4.2で修正されたバグ (続き)
バグ 説明

6695238 Cクライアントアプリケーションは、パスにスペースが含まれている場所にインス
トールされたブローカに接続できません。

6710168 送信先が再開されないまま 2回続けて一時停止されると、コンシューマはメッセー
ジを消費しなくなります。

6710169 JMX操作 ConsumerManagerMonitor.getConsumerInfoは、通知モードでは常に
SESSION_TRANSACTEDを返します。

Message Queue 4.1で修正されたバグ
次の表に、Message Queue 4.1で修正されたバグを示します。

表 1–8 Message Queue 4.1で修正されたバグ

バグ 説明

6381703 処理されたリモートメッセージが、そのメッセージの発信元のブローカが再起動
された場合に、2回コミットされることがあります。

6388049 未完了の分散トランザクションをクリーンアップできません。

6401169 imqcmdのコミットおよびロールバックオプションで、確認のプロンプトが表示さ
れません。

6473052 自動作成されたキューのデフォルトはラウンドロビンであるべきです。
(MaxNumberConsumers = -1)。

6474990 ブローカのログに、imqcmd list dst コマンドに対して
ConcurrentModificationExceptionが示されます。

6487413 LimitBehaviorが REMOVE_OLDESTまたは REMOVE_LOWER_PRIORITYのときに、メモリー
がリークします。

6488340 ブローカがスピンし、クライアントは確認に対する応答を待機します。

6502744 ブローカが、デッドメッセージキューのデフォルト制限 (1000のメッセージ)を尊
重しません。

6517341 クライアントが高可用性ブローカクラスタへ接続している際の、再接続ロジック
を、imqReconnectEnabledプロパティーの値に関係なく再接続を可能にするように改
善すべきです。

6528736 起動時にWindows自動起動サービス (imqbrokersvc)に障害が発生します。

6561494 両者が 1つのセッションを共有していると、メッセージが間違ったコンシューマに
配信されます。
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表 1–8 Message Queue 4.1で修正されたバグ (続き)
バグ 説明

6567439 PREPAREDトランザクションの生成メッセージがブローカの再起動後にコミットさ
れた場合、それらのメッセージは順序どおりに配信されません。

Message Queue 4.0で修正されたバグ
次の表に、Message Queue 4.0で修正されたバグを示します。

表 1–9 Message Queue 4.0で修正されたバグ

バグ番号 説明

4986481 Message Queue 3.5では、自動再接続モードでの Session.recoverの呼び出しがハ
ングすることがありました。

4987325 Session.recoverの呼び出し後に、再配信されたフラグは再配信されたメッセー
ジに対して falseに設定されました。

6157073 新しく接続メッセージが変更され、接続の合計数のほかにサービス上の接続数
も表示されるようになりました。

6193884 Message Queueは、メッセージに非アスキー文字を使用するロケールで文字化け
メッセージを syslogに出力します。

6196233 JMSMessageIDを使用したメッセージ選択が機能しません。

6251450 クラスタのシャットダウン時、 connectListに
ConcurrentModificationExceptionが発生します。

6252763 java.nio.HeapByteBuffer.putLong/Intに java.nio.BufferOverflowExceptionが
発生します。

6260076 Oracleストレージを使用すると、起動後に発行される最初のメッセージが遅く
なります。

6260814 JMSXUserID上のセレクタ処理が、常に falseと評価されてしまいます。

6264003 キューブラウザにコミットされていないメッセージが表示されます。

6271876 消費されていないメッセージを含むコンシューマを閉じようとすると、接続フ
ロー制御が正しく動作しなくなります。

6279833 Message Queueでは、2つのブローカが同じ JDBCテーブルを使用することはで
きません。

6293053 システム IPアドレスが変更された場合、—reset storeを使用してストアをクリ
アしていないと、マスターブローカが正しく起動しません。

6294767 Message Queueブローカがネットワークソケットを開く場合、そのネットワーク
ソケット上に SO_REUSEADDRを設定する必要があります。
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表 1–9 Message Queue 4.0で修正されたバグ (続き)
バグ番号 説明

6304949 TopicConnectionFactoryに ClientIDプロパティーを設定することができませ
ん。

6307056 txnログがパフォーマンス上のボトルネックになっています。

6320138 Message Queue C APIでは reply-toヘッダーからキューの名前を決定することがで
きません。

6320325 Solaris上に JDK 1.4と JDK 1.5の両方がインストールされている場合、ブローカ
が JDK 1.5より前に JDK 1.4を検出してしまうことがあります。

6321117 マルチブローカクラスタの初期化で java.lang.NullPointerExceptionが発生し
ます。

6330053 サブスクライバからトランザクションをコミットしている場合、JMSクライア
ントで java.lang.NoClassDefFoundErrorが発生します。

6340250 C-APIで MESSAGEタイプをサポート。

6351293 Apache Derbyデータベースへのサポートを追加。

Message Queue 4.2のマニュアルの更新
この節では、Message Queue 4.2のマニュアルの更新について説明します。

■ 30ページの「互換性の問題」
■ 31ページの「Message Queue 4.2ドキュメントセットの変更点」
■ 32ページの「新しい送信先メトリック」
■ 33ページの「Solaris 10 OSでのブローカの自動起動」
■ 34ページの「JMX APIの変更点」
■ 39ページの「クライアント認証でのDNユーザー名形式のサポート」
■ 40ページの「JAAS認証の拡張機能」

互換性の問題
この節では、Message Queue 4.2に関する互換性の問題を説明しています。

インタフェースの安定性
Sun Java System Message Queueで使用される多くのインタフェースは、時間の経過に
つれて変更される可能性があります。『Sun Java System Message Queue 4.2
Administration Guide』の付録 B「Stability of Message Queue Interfaces」では、インタ
フェースをそれらの安定性に従って分類しています。安定性に優れるインタフェー
スほど、製品の後継バージョンで変更される可能性は低くなります。
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Message Queueの次回のメジャーリリースに関係する問題
Message Queueの次回のメジャーリリースでは、現在のMessage Queueクライアント
アプリケーションがそのリリースと互換性がなくなるような変更が導入される可能
性がありますこの情報は、完全な情報開示の目的で提供しています。

■ Sun Java System Message Queueの一部としてインストールされる各ファイルの場所
が変更される可能性があります。これによって、特定のMessage Queueファイル
の現在の場所に依存する既存のアプリケーションの動作が中断する可能性があり
ます。

■ Message Queue 3.5以前のブローカは、これより新しいブローカのクラスタ内では
動作できなくなる可能性があります。

■ 今後のリリースでは、Message Queueクライアントは 1.5より前のバージョンの
JDKを使用できなくなる可能性があります。

■ 今後のリリースでは、Message Queueクライアントは 1.6より前のバージョンの
JDKを使用できなくなる可能性があります。

Message Queue 4.2ドキュメントセットの変更点
Message Queue 4.2ドキュメントセットは、次に説明するように、Message Queue 4.1ド
キュメントセットから更新されています。

『技術の概要』
『Sun Java System Message Queue 4.2 Installation Guide』は、Message Queue 4.2の新機能
および高可用性ブローカクラスタの最新フレームワークを反映するように更新され
ました。

『管理ガイド』
『管理ガイド』は、Message Queue 4.2の新機能を反映するように更新されました。

インストールとアップグレードに関する情報
『Sun Java System Message Queue 4.2 Installation Guide』は、Message Queue 4.2の新機
能、特に、インストーラの新しい Sun Connection登録機能を反映するように更新さ
れました。この情報は、『Message Queueリリースノート』でも提供しています。

『Developer's Guide for Java Clients』
Developer’s Guide for Java Clientsは、Message Queue 4.2の新機能を反映するように更新
されました。この情報は、『Message Queueリリースノート』でも提供しています。
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『Developer’s Guide for C Clients』
Developer’s Guide for C Clientsは、Message Queue 4.2の新機能を反映するように更新さ
れました。この情報は、『Message Queueリリースノート』でも提供しています。

『Developer's Guide for JMX Clients』
Message Queue 4.2の新機能を反映する更新は行われていません。この情報は、
『Message Queueリリースノート』でも提供しています。

新しい送信先メトリック
Message Queue 4.2には、ブローカクラスタでの送信先の監視に役立つ新しい送信先メ
トリックが含まれています。ブローカクラスタでは、送信先はクラスタ内のすべて
のブローカに伝達されます。ただし、メッセージは、生成されたときに、メッセー
ジプロデューサのホームブローカのターゲット送信先に格納され、その送信先のア
クティブコンシューマが存在する場合のみ、クラスタ内の別のブローカの対応する
送信先に送信されます。このため、指定された送信先に格納されたメッセージは、
送信先が属するクラスタ内のブローカに依存します。

つまり、ブローカクラスタで、クラスタ内の特定のブローカ上の特定の送信先に格
納されるメッセージには、直接その送信先に対して生成されたメッセージと、クラ
スタ内のリモートブローカからその送信先に送信されるメッセージがあります。ブ
ローカクラスタでのメッセージのルーティングと配信を分析する際に、送信先の
メッセージのうち、ローカルで生成されたメッセージの数と、リモートで生成され
たメッセージの数を調べると訳に立つことがあります。

次の表に、Message Queue 4.2に含まれる 2つの新しい物理送信先メトリック量を示し
ます。新しいメトリック量は、imqcmd list dst と imqcmd query dst コマンド、およ
び新しい JMX属性 (36ページの「送信先監視MBean」を参照)を介して利用できま
す。
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表 1–10 物理送信先のメトリック

メトリック量 説明
ログ
ファイル

metrics dstメ
トリックタイ
プ メトリックトピック

Num messages remote メモリーおよび持続ス
トアに格納されてい
る、クラスタ内のリ
モートブローカに対し
て生成されたメッセー
ジの現在の数。この数
には、トランザク
ションに含まれている
メッセージは含まれま
せん。

不可 使用不可1 使用不可

Total message bytes remote メモリーおよび持続ス
トアに格納されてい
る、クラスタ内のリ
モートブローカに対し
て生成されたメッセー
ジの合計サイズ (バイト
単位)。この値には、ト
ランザクションに含ま
れているメッセージは
含まれません。

不可 使用不可1 使用不可

1
imqcmd query dst コマンドで使用可能

Solaris 10 OSでのブローカの自動起動
この節では、Solaris 10オペレーティングシステムでブローカの自動起動を設定する
方法について説明します。コンピュータの再起動時に rcファイルを使用してブロー
カの自動起動を実装するのではなく、次の手順では Solaris 10サービス管理機能
(SMF)を使用します。

サービス管理機能の使用の詳細については、Solaris 10のドキュメントを参照してく
ださい。

▼ Solaris 10 OSでブローカの自動起動を実装する

mqbrokerサービスを SMFリポジトリにインポートします。
# svccfg import /var/svc/manifest/application/sun/mq/mqbroker.xml

mqbrokerサービスの状態をチェックして、インポートが成功したことを確認しま
す。

# svcs mqbroker

1

2
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出力は次のようになります。

STATE STIME FMRI

disabled 16:22:50 svc:/application/sun/mq/mqbroker:default

デフォルトでは、サービスは無効 (disabled)と示されます。

mqbrokerサービスを有効にします。

# svcadm enable svc:/application/sun/mq/mqbroker:default

mqbrokerサービスを有効にすると、imqbrokerdプロセスが開始されます。再起動す
ると、ブローカも再起動されます。

必要な引数を imqbrokerdコマンドに渡すようにmqbrokerサービスを設定します。

imqbrokerdに引数を渡すには、options/server_argsプロパティーを使用します。た
とえば、-loglevel DEBUGHIGHを追加するには、次のように指定します。

# svccfg

svc:> select svc:/application/sun/mq/mqbroker

svc:/application/sun/mq/mqbroker> setprop options/server_args=\"-loglevel DEBUGHIGH\"
svc:/application/sun/mq/mqbroker> exit

JMX APIの変更点
Message Queueでは、Message Queueクライアントアプリケーション内部からプログラ
ムによってブローカ関数を設定および監視するための Java Management Extensions
(JMX) APIがサポートされます。Message Queue 4.2には、このリリースの新機能をサ
ポートするための、JMX APIの拡張機能が含まれています。次のMbeanに対して、
JMXの新しい属性、操作、検索キーのすべてまたはいずれかが定義されています。

■ 34ページの「コンシューママネージャーの監視MBean」
■ 35ページの「送信先設定MBean」
■ 36ページの「送信先マネージャーの設定MBean」
■ 36ページの「送信先監視MBean」
■ 38ページの「プロデューサマネージャーの監視MBean」

コンシューママネージャーの監視MBean
次の各表に示す属性、操作、および検索キーは、11ページの「パブリッシャーまた
はサブスクライバの複数の送信先」で説明した機能をサポートします。

次の属性の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ConsumerAttributesの静的定数として定
義されています。

3

4
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表 1–11 コンシューママネージャーの監視属性

名前 型 設定可/不可 説明

NumWildcardConsumers 整数 不可 ブローカに関連付けられているワイルドカード
メッセージコンシューマの数

次の操作の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ConsumerOperationsの静的定数として定
義されています。

表 1–12 コンシューママネージャーの監視操作

名前 パラメータ 結果の型 説明

getConsumerWildcards なし String[] ブローカに関連付けられている現在のコン
シューマが使用するワイルドカード文字列

getNumWildcardConsumers ワイルドカー
ド文字列

整数 指定されたワイルドカード文字列を使用し
ている、ブローカに関連付けられている現
在のコンシューマの数

次の検索キーの名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ConsumerInfoの静的定数として定義され
ています。

表 1–13 メッセージコンシューマ情報の検索キー

名前 値の型 説明

DestinationNames String[] ワイルドカードコンシューマが使用するワイルド
カードと一致する送信先名

トピック送信先でのみ使用。

Wildcard ブール型 ワイルドカードコンシューマかどうか

トピック送信先でのみ使用。

送信先設定MBean
次の表に示す属性は、13ページの「XMLペイロードメッセージのスキーマ検証」で
説明した機能をサポートします。

次の属性の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.DestinationAttributesの静的定数として
定義されています。
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表 1–14 送信先設定属性

名前 型 設定可/不可 説明

ValidateXMLSchemaEnabled ブール型 可 XMLスキーマ検証が有効になっているかど
うか

falseに設定されているか、または何も設定
されていない場合、送信先のXMLスキーマ
検証は有効になっていません。

XMLSchemaURIList 文字列 可 XMLスキーマドキュメント (XSD) URI文字
列のスペース区切りリスト

URIは、XMLスキーマ検証が有効になって
いる場合に使用する 1つ以上のXSDの場所
を示します。

複数のURIを指定する場合は、この値を二
重引用符で囲みます。

例:

“http://foo/flap.xsd

http://test.com/test.xsd”

このプロパティーが設定されていないか、
または nullの場合にXML検証が有効に
なっていると、XMLドキュメント内で指定
されたDTDを使用してXML検証が実行さ
れます。

ReloadXMLSchemaOnFailure ブール型 可 障害発生時にXMLスキーマを再読み込みす
るかどうか

falseに設定されているか、または何も設定
されていない場合は、検証で障害が発生し
たときにスキーマの再読み込みは行われま
せん。

送信先マネージャーの設定MBean
13ページの「XMLペイロードメッセージのスキーマ検証」で説明した新機能をサ
ポートする新しい送信先設定MBean属性は、送信先マネージャー設定MBeanの
create操作で送信先を作成するときに使用できます。

送信先監視MBean
次の表に示す最初の属性セットは、11ページの「パブリッシャーまたはサブスクラ
イバの複数の送信先」で説明した機能をサポートし、2番目の属性セットは、
32ページの「新しい送信先メトリック」で説明した拡張機能をサポートします。
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次の属性の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.DestinationAttributesの静的定数として
定義されています。

表 1–15 送信先監視属性

名前 型 設定可/不可 説明

NumWildcards 整数 不可 送信先に関連付けられているワイルドカード
メッセージプロデューサとワイルドカード
メッセージコンシューマの現在の数

トピック送信先でのみ使用。

NumWildcardProducers 整数 不可 送信先に関連付けられているワイルドカード
メッセージプロデューサの現在の数

トピック送信先でのみ使用。

NumWildcardConsumers 整数 不可 送信先に関連付けられているワイルドカード
メッセージコンシューマの現在の数

トピック送信先でのみ使用。

NumMsgsRemote ロング整
数

不可 メモリーおよび持続ストアに格納されている、
クラスタ内のリモートブローカに対して生成さ
れたメッセージの現在の数。この数には、トラ
ンザクションに含まれているメッセージは含ま
れません。

TotalMsgBytesRemote ロング整
数

不可 メモリーおよび持続ストアに格納されている、
クラスタ内のリモートブローカに対して生成さ
れたメッセージの合計サイズ (バイト単位)。この
値には、トランザクションに含まれている
メッセージは含まれません。

次の表に示す操作は、11ページの「パブリッシャーまたはサブスクライバの複数の
送信先」で説明した機能をサポートします。

次の操作の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.DestinationOperationsの静的定数として
定義されています。
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表 1–16 送信先監視操作

名前 パラメータ 結果の型 説明

getWildcards なし String[] 送信先に関連付けられている現在のコン
シューマおよびプロデューサが使用するワ
イルドカード文字列

トピック送信先でのみ使用。

getConsumerWildcards なし String[] 送信先に関連付けられている現在のコン
シューマが使用するワイルドカード文字列

トピック送信先でのみ使用。

getProducerWildcards なし String[] 送信先に関連付けられている現在のプロ
デューサが使用するワイルドカード文字列

トピック送信先でのみ使用。

getNumWildcardConsumers ワイルドカー
ド文字列

整数 指定されたワイルドカード文字列を使用し
ている、送信先に関連付けられている現在
のコンシューマの数

トピック送信先でのみ使用。

getNumWildcardProducers ワイルドカー
ド文字列

整数 指定されたワイルドカード文字列を使用し
ている、送信先に関連付けられている現在
のプロデューサの数

トピック送信先でのみ使用。

プロデューサマネージャーの監視MBean
次の各表に示す属性、操作、および検索キーは、11ページの「パブリッシャーまた
はサブスクライバの複数の送信先」で説明した機能をサポートします。

次の属性の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ProducerAttributesの静的定数として定
義されています。

表 1–17 プロデューサマネージャーの監視属性

名前 型 設定可/不可 説明

NumWildcardProducers 整数 不可 ブローカに関連付けられているワイルドカード
メッセージプロデューサの数

次の操作の名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ProducerOperationsの静的定数として定
義されています。
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表 1–18 プロデューサマネージャーの監視操作

名前 パラメータ 結果の型 説明

getProducerWildcards なし String[] ブローカに関連付けられている現在のプロ
デューサが使用するワイルドカード文字列

getNumWildcardProducers ワイルドカー
ド文字列

整数 指定されたワイルドカード文字列を使用し
ている、ブローカに関連付けられている現
在のプロデューサの数

次の検索キーの名前は、ユーティリティークラス
com.sun.messaging.jms.management.server.ProducerInfoの静的定数として定義され
ています。

表 1–19 メッセージプロデューサ情報の検索キー

名前 値の型 説明

DestinationNames String[] ワイルドカードプロデューサが使用するワイルド
カードと一致する送信先名

トピック送信先でのみ使用。

Wildcard ブール型 ワイルドカードプロデューサかどうか

トピック送信先でのみ使用。

クライアント認証でのDNユーザー名形式のサ
ポート
Message Queue 4.2では、LDAPユーザーリポジトリによるクライアント接続認証で
DNユーザー名形式がサポートされます。そのため、次の新しいブローカプロパ
ティー (および値)が追加されています。

imq.user_repository.ldap.usrformat=dn

このプロパティーにより、ブローカは、次のプロパティーで指定された属性の値を
DNユーザー名形式から抽出することにより、LDAPユーザーリポジトリのエントリ
と照合してクライアントユーザーを認証します。

imq.user_repository.ldap.uidattr

ブローカは、アクセス制御操作で、前述の属性の値をユーザー名として使用しま
す。

たとえば、imq.user_repository.ldap.uidattr=udiと指定したときに、クライアント
認証ユーザー名の形式が udi=mquser,ou=People,dc=red,dc=sun,dc=comの場合、アク
セス制御の実行時に「mquser」が抽出されます。
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JAAS認証の拡張機能
Message Queue 4.2の JAAS認証では、ユーザー名による認証に加えて、IPアドレスに
よる認証もサポートされます。

既知の問題点と制限事項
この節には、Message Queue 4.2の既知の問題についてのリストが含まれています。次
の内容について説明します。

■ 40ページの「インストールに関する情報」
■ 46ページの「使用されなくなったパスワードオプション」
■ 47ページの「管理および設定上の問題」
■ 48ページの「ブローカの問題」
■ 49ページの「ブローカクラスタ」
■ 51ページの「JMXの問題」
■ 52ページの「SOAPサポート」

現時点のバグ、その状態、および回避策の一覧については、Java Developer
ConnectionTMメンバーは、Java Developer Connection Webサイトの「Bug Parade」ペー
ジを参照してください。新しいバグを報告する前に、このページをチェックしてく
ださい。すべてのMessage Queueバグがリストされているわけではありませんが、こ
のページはある問題が報告済みかどうかを知りたい場合に活用できます。

http://bugs.sun.com/bugdatabase/index.jsp

注 – Java Developer Connectionのメンバーになるのは無料ですが、登録が必要です。
Java Developer Connectionのメンバーになる方法についての詳細は、Sunの「For
Developers」Webページを参照してください。

新しいバグの報告や機能に関する要求を行うには、imq-feedback@sun.com 宛てに
メールを送信してください。

インストールに関する情報
この節では、Message Queue version 4.2のインストールに関連した問題について説明
します。

製品レジストリと Java ES
Message Queue 4.2は、Message Queue 4.1と同様に、新しいインストーラでインストー
ルされます。このインストーラでは、JDK、NSS、JavaHelpなど、Message Queueに必
要な Java Enterprise System (Java ES)共有コンポーネントもインストールされます。

既知の問題点と制限事項
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新しいMessage Queueインストーラと、以前のバージョンのMessage Queueで使用さ
れていた古い Java ESインストーラは、同じ製品レジストリを共有しません。Java ES
でインストールされたあるバージョンのMessage Queueが削除され、Message Queue
インストーラでMessage Queue 4.2にアップグレードされた場合、Java ES製品レジス
トリは矛盾する状態になることがあります。その結果、Java ESアンインストーラを
実行すると、Java ESでインストールしなかったとしても、Message Queue 4.2とそれが
依存する共有コンポーネントが意図せずに削除されることがあります。

Java ESインストーラでインストールしたMessage Queueソフトウェアをアップグレー
ドする最善の方法は、次のとおりです。

1. Java ESアンインストーラを使用して、Message Queueとその共有コンポーネント
を削除します。

2. Message Queueインストーラを使用して、Message Queue 4.2をインストールしま
す。

Windowsでのインストール
Message QueueをWindowsにインストールするときは、次の制限事項に注意してくだ
さい。

■ インストーラは、Message Queue用のエントリを「スタート」>「すべてのプログ
ラム」メニューに追加しません。(バグ 6567258)
回避方法:管理コンソールを起動するには、『Sun Java System Message Queue 4.2
Administration Guide』の「Starting the Administration Console」に示されているよう
に、コマンド行を使用します。

■ インストーラは、IMQ_HOME\mq\binディレクトリを PATH環境変数に追加しませ
ん。(バグ 6567197)
回避方法:ユーザーはMessage Queueユーティリティー
(IMQ_HOME\mq\bin\command)を起動するときに、このエントリを PATH環境変数に
追加するか、フルパス名を指定する必要があります。

■ インストーラは、Message Queueがインストールされたことを示すために
Windowsレジストリにエントリを追加しません。(バグ 6586389)

■ 回答ファイルを使用してサイレントモードで実行すると、インストーラはすぐに
返されます。インストールは行われますが、ユーザーにはサイレントインストー
ルがいつ実際に実行されたかを知る方法がありません。 (バグ 6586560)

■ Windowsで、インストーラをテキストモード (installer –t )で実行しようとする
と、エラーメッセージが表示されます。このメッセージは、インストーラが英語
以外で実行されていても、英語で表示されます。テキストモードはWindowsでは
サポートされていません。(バグ 6594142)

■ インストーラは、デフォルトでは、オペレーティングシステムがインストールさ
れているドライブにMessage Queueをインストールしません。(バグ 6673511)
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■ Windowsでのインストールおよびアンインストールでは、ユーザーが実行できる
batファイルはありません。また、ユーザーがWindowsコントロールパネル
の「プログラムの追加と削除」を使用してアンインストールすることもできませ
ん。(バグ 6673417)

■ Windows Vistaでは、管理者としてコマンドプロンプトからインストールしないか
ぎり、Message QueueをC:\Program Filesの下にインストールできません。(バグ
6701661)

回避方法:管理者としてコマンドプロンプトからインストールするには、次の手
順に従います。

1.「スタート」→「すべてのプログラム」→「アクセサリ」の順にクリック
し、「コマンドプロンプト」をポイントします。

2.「コマンドプロンプト」を右クリックします。

3.「管理者として実行」をクリックします。

4.ディレクトリをMessage Queue 4.2のインストールイメージに変更します。

5. installer.vbsを実行します。
■ アンインストーラを予行モード (uninstaller -n)で実行すると、アンインストー
ルが誤って実行されます。(バグ 6719051)

回避方法:次のコマンドを使用して、サイレントインストールを実行します。

uninstaller -s

■ インストーラのホームページで「Install Home」の文字列がローカライズされませ
ん。(バグ 6592491)

Solarisでのインストール
■ インストーラを予行モード (installer –n )で実行すると、「概要」画面にいくつ
かのエラーメッセージが表示され、「未完了」のインストール状態も表示されま
す。これは誤りで、誤解を招きます。予行モードでは、何もシステムにインス
トールされません。後でサイレントインストールの実行に使用できる回答ファイ
ルが作成されるだけです。(バグ 6594351)

■ 回答ファイルを使用してサイレントモード (installer -a filename -s)でインス
トーラを実行すると、Sun Connectionへの登録が実行されません。(バグ 6710268)

■ テキストモードでインストーラを実行している場合、Sun Connect登録用のユー
ザー名またはパスワードを入力したり、オンラインアカウントを作成したりする
ときに、ユーザー名やパスワードの訂正にバックスペースキーを使用できませ
ん。(バグ 6673460)

回避方法:バックスペースキーの代わりに Control-Hキーを使用するか、また
はdttermや xtermのような別の端末エミュレータを使用します。
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■ インストーラの「アップグレード」画面に、インストールされている既存の
Message Queueまたはインストーラエンジンのバージョが常に正しく表示されませ
ん。(バグ 6679765)

■ テキストモードでインストーラを実行しているときに、無効なユーザー名とパス
ワードで Sun Connectionに登録しようとすると、登録できないことを示す
メッセージが表示され、Nullポインタ例外がスローされて、インストーラが終了
します。(バグ 6666365)

Linuxでのインストール
次に示す問題は、Linuxプラットフォームでのインストールに影響します。

■ 「JDK選択」パネルで、スクロールリストに項目が 1つしか表示されません。こ
のため、リスト内のほかの JDKを選択することが難しくなります。(バグ 6584735)

■ JDKが現在のもので、ユーザーが「JDK選択」画面で「Java(TM) SDKのデフォル
トバージョンをインストールして使用します。」を選択した場合、インストーラ
はその JDKをインストールしようとし、パッケージをインストールできないとい
うレポートを返します。この問題があっても、インストールは正常に完了しま
す。(バグ 6581310)

■ 現在インストールされている JDKが JDK 1.5.0_15 (Message Queueインストーラに
よって標準でインストールされるバージョン)より新しいバージョンの場合、
Message Queueアンインストーラはデフォルトの IMQ_JAVAHOMEディレクトリ
を見つけることができず、エラーを返します。(バグ 6673415)

回避方法: Message Queueアンインストーラを実行する前に、次のコマンドを使用
して JDK 1.5を手動でインストールします。

# cd installImage/Product/UNIX/LINUX/X86/2.4/Packages

# rpm -i --force jdk-1.5.0_15–linux- arch.rpm

archは i586か amd64のいずれかです。

■ インストーラを予行モード (installer –n )で実行すると、「概要」画面にいくつ
かのエラーメッセージが表示され、「未完了」のインストール状態も表示されま
す。これは誤りで、誤解を招きます。予行モードでは、何もシステムにインス
トールされません。後でサイレントインストールの実行に使用できる回答ファイ
ルが作成されるだけです。(バグ 6594351)

すべてのプラットフォームでのインストール
次に示す問題は、すべてのプラットフォームでのインストールに影響します。

■ 「インストールの準備完了」画面で、製品名が「Sun Java System Message Queue
4.2」ではなく「mq」と表示されます。(バグ 6650841)
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■ インストーラがMessage Queue 4.2のインストールを処理中で、「進行状況」画面
が表示されているときは、「取消し」ボタンがアクティブになります。ここ
で「取消し」ボタンを選択すると、インストールが完了しないか、破棄されま
す。 (バグ 6595578)

■ インストーラの「概要」画面には、クリックするとログまたは概要ページビュー
アが開くリンクがいくつか含まれています。「閉じる」というラベルの付いたボ
タンの代わりに、ウィンドウの閉じるボタン「X」を使用してこのビューア
ウィンドウを取り消した場合は、このビューアウィンドウを再度表示することは
できません。(バグ 6587138)
回避方法:「閉じる」というラベルの付いたボタンを使用してウィンドウを閉じ
ます。

■ コンピュータシステムに古いバージョンのMessage QueueおよびNSS/NSPRがある
と、インストーラの「アップグレード」画面で、アップグレードが必要なものと
してMessage Queueだけが表示され、NSSとNSPRのアップグレードも必要である
ことは触れられません。実際には、関連ソフトウェアもすべてアップグレードさ
れ、「インストールの準備完了」画面では正しい情報が示されます。(バグ
6580696)

■ 「JDKの選択」画面の JDKのリストが、「JDKを選択」オプションが選択されて
いない場合でもアクティブになります。(バグ 6650874)

インストーラのバージョン表示の問題
インストーラには、Message Queueのバージョン情報が不明瞭な形式で表示されま
す。(バグ 6586507)

Solarisプラットフォームの場合は、次の表を参照して、インストーラに表示される
Message Queueのバージョンを判別してください。

表 1–20 バージョン文字列の読み換え

Solaris OSでインストーラに
表示されるバージョン 対応するMessage Queueのリリース

4.2.0.0 4.2

4.1.0.2 4.1 Patch 2

4.1.0.1 4.1 Patch 1

4.1.0.0 4.1

3.7.2.1 3.7 UR2 Patch 1

3.7.0.2 3.7 UR2

3.7.0.1 3.7 UR1
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表 1–20 バージョン文字列の読み換え (続き)
Solaris OSでインストーラに
表示されるバージョン 対応するMessage Queueのリリース

3.6.0.0 3.6

3.6.0.4 3.6 SP4

3.6.0.3 3.6 SP3

3.6.0.2 3.6 SP2

3.6.0.1 3.6 SP1

注 – 3.6 SP4のパッチリリースの場合 (たとえば、3.6 SP4 Patch 1)、インストーラで表示
されるリリース文字列は同じままです。厳密なバージョンを判別するには、コマン
ド imqbrokerd -versionを実行する必要があります。

Linuxのプラットフォームの場合、インストーラで表示されるバージョン番号は次の
形式になります。

majorReleaseNumber.minorReleaseNumber-someNumber

たとえば、3.7–22のようになります。これにより、3.7リリースの 1つであることだ
けはわかりますが、どの特定のバージョンかはわかりません。インストールされて
いるMessage Queueのバージョンを判別するには、次のコマンドを実行します。

imqbrokerd -version.

ローカリゼーションの問題
次に示す問題は、ローカリゼーションの問題に関係しています。

■ インストーラを英語以外のロケールでテキストモード (installer –t)で実行する
と、マルチバイト文字が文字化けします。 (バグ 6586923)

■ インストーラの「進行状況」画面で、進行状況のバーに見慣れない文字が表示さ
れます。ツールヒントは、英語以外のロケールではハードコードされています。
(バグ 6591632)

■ テキストモード (installer –t)はWindowsではサポートされていません。
Windowsでテキストモードでインストーラを実行すると、エラーメッセージが表
示されます。このメッセージは、インストーラが英語以外のロケールで実行され
ていても、ローカライズされません。(バグ 6594142)

■ インストーラの「ライセンス」画面には、インストーラが実行されるロケールに
関係なく、英語のライセンステキストが表示されます。(バグ 6592399)
回避方法:ローカライズされたライセンスファイルにアクセスするには、
LICENSE_MULTILANGUAGE.pdfファイルを検索してください。
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■ インストーラの使用方法に関するヘルプテキストがローカライズされていませ
ん。(バグ 6592493)

■ インストーラの概要HTMLページに表示される文字列「None」は、英語でハード
コードされています。(バグ 6593089)

■ インストーラをドイツ語のロケールで実行すると、ほかのロケールでは表示され
る開始画面のテキストが正しく表示されません。(バグ 6592666)

■ インストーラの「Install Home」画面に表示される文字列「Install Home」がローカ
ライズされていません。その文字列は、英語以外のロケールでインストーラを実
行しても、英語で表示されます。(バグ 6592491)

■ テキストモード (installer –t)でインストーラを実行すると、どのロケールでイ
ンストーラを実行するかに関係なく、英語の応答選択肢「Yes」および「No」が
使用されます。(バグ 6593230)

■ インストーラの「JDK選択」画面の参照ボタンのツールヒントは、英語でハード
コードされています。(バグ 6593085)

使用されなくなったパスワードオプション
以前のバージョンのMessage Queueでは、—pまたは —passwordオプションを使用し
て、次のようなコマンドのパスワードを対話形式で指定することができました。
imqcmd、imqbrokerd、imdbmgr version 4.0から、これらのオプションは使用できなくな
りました。

代わりに、関連するパスワードを指定したパスワードファイルを作成し、-passfile

コマンドオプションを使用してそのパスワードファイルを参照できます。または、
コマンドで要求されたときにパスワードを入力することもできます。

パスワードファイルには、次に示すパスワードを 1つ以上格納することができま
す。

■ SSLキーストアを開くために使用するキーストアパスワード。このパスワードを
指定するには imq.keystore.passwordプロパティーを使用します。

■ 接続が匿名でない場合に LDAPディレクトリとの接続のセキュリティーを確保す
るために使用する LDAPリポジトリパスワード。このパスワードを指定するには
imq.user_repository.ldap.password プロパティーを使用します。

■ JDBC準拠のデータベースとの接続に使用する JDBCデータベースパスワード。こ
のパスワードを指定するには imq.persist.jdbc.vendorName.passwordプロパ
ティーを使用します。プロパティー名の vendorNameコンポーネントは、データ
ベースベンダーを指定する変数です。hadb、derby、pointbase、oracle、mysqlか
ら選択できます。

■ imqcmdコマンド (ブローカ管理タスクを実行する)に対するパスワード。このパス
ワードを指定するには imq.imqcmd.passwordプロパティーを使用します。
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次の例では、JDBCデータベースに対するパスワード abracadabraをパスワード
ファイルに設定しています。

imq.persist.jdbc.mysql.password=abracadabra

バスワードファイルは、次のいずれかの方法で使用できます。

■ ブローカがパスワードファイルを使用するように、ブローカの config.properties

ファイルに次のプロパティーを設定する。

imq.passfile.enabled=true

imq.passfile.dirpath=passwordFileDirectory
imq.passfile.name=passwordFileName

■ 関連するコマンドの -passfileオプションを使用する。次に例を示します。

imqbrokerd -passfile passwordFileName

管理および設定上の問題
次に示す問題はMessage Queueの管理および設定に関係するものです。
■ Windowsプラットフォームの場合、デフォルトで有効になっている組み込みの

Windowsファイアウォールで、ブローカがクライアントから受信接続を受け付け
るようにするためのファイアウォール規則を手動で設定する必要があります。(バ
グ 6675595)
1. コントロールパネルの「Windowsファイアウォール」をダブルクリックしま
す。

Windowsファイアウォールの設定ダイアログを開くには、「ユーザーアカウ
ント制御」ダイアログで「続行」をクリックします。

2. Windowsファイアウォールの設定ダイアログで、「例外」タブをクリックし
ます。

3. 「プログラムの追加」をクリックします。
4. 「プログラムの追加」ダイアログで、「java.exe」を選択し、「参照」をク
リックします。

Windowsはブローカプロセスを Java Platform SEバイナリとして識別します。
従って、ブローカが使用する java.exe (通常は jdk1.5.0_15\jre\bin\java.exe)
を探します。

5. 「スコープの変更」をクリックします。
6. 「スコープの変更」ダイアログで、「任意のコンピュータ (インターネット上
のコンピュータを含む)」を選択します。

7. 「OK」をクリックします。
8. 「プログラムの追加」ダイアログで「OK」をクリックします。
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9. Windowsファイアウォールの設定ダイアログで「OK」をクリックします。
■ Windowsプラットフォームの場合、CLASSPATHに二重引用符が含まれていると、

imqadminおよび imqobjmgrコマンドの実行時にエラーがスローされます。(バグ
5060769)

回避方法:コマンドプロンプトウィンドウを開き、次のように入力して CLASSPATH

を設定解除します。

set classpath=

その後、同じコマンドプロンプトウィンドウで、必要なコマンドを実行します。
次に例を示します。

mqInstallHome\mq\bin\imqadmin
■ すべての SolarisおよびWindowsスクリプトで、-javahomeオプションの値に空白
文字が含まれると動作しません。(バグ 4683029)

javahomeオプションはMessage Queueコマンドおよびユーティリティーで使用
し、使用する代替の Java 2互換のランタイムを指定します。ただし、代替の Java 2
互換のランタイムへのパスには、空白文字を含めることはできません。空白文字
を含むパスの例は次のとおりです。

Windowsの場合: C:\jdk 1.4

Solarisの場合: /work/java 1.4

回避方法: Javaランタイムを、空白文字が含まれない場所またはパスにインストー
ルします。

■ imqQueueBrowserMaxMessagesPerRetrieve属性は、クライアントランタイムが
キューの内容を検索するときに一度に取得することのできるメッセージの最大数
を指定します。この属性は、キューに入れられたメッセージがバッチ処理され、
クライアントランタイムに配信される方法には影響しますが、参照される
メッセージの総数には影響しません。この属性は参照機構のみに影響し、キュー
のメッセージの配信には影響しません。(バグ 6387631)

ブローカの問題
次に示す問題はMessage Queueブローカに影響します。

■ 持続データストアがあまりにも多くの送信先を開く場合、ブローカがアクセス不
可能になります。(バグ 4953354)

回避方法:この状態はブローカがシステムのオープンファイル記述子の制限に達
したことが原因です。Solarisや Linuxでは、ulimitコマンドを使って、ファイル
記述子の制限を増やします。

■ 送信先が破棄された場合、コンシューマが孤立します。(バグ 5060787)
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送信先が破棄された場合、アクティブコンシューマが孤立します。いったんコン
シューマが孤立すると、送信先が再作成された場合でもメッセージを受信しなく
なります。

■ HTTP接続サービスを使用している JMSクライアントが、Ctrl-Cの使用などによ
り突然終了した場合、ブローカがクライアント接続や関連するすべてのリソース
を解放するまでに、およそ 1分かかります。
この 1分の間にクライアントのほかのインスタンスが起動し、同じClientID、永
続サブスクリプション、またはキューを使おうとした場合、そのインスタンス
は「クライアント IDはすでに使用されています」の例外を受け取ります。この
ことは実際の問題ではなく、上記の終了処理の結果にすぎません。およそ 1分経
過後にクライアントが起動すると、すべて問題なく動作します。

■ データストアにMySQLデータベースを使用している場合、1Mバイトを超える
メッセージを格納すると、「クエリーのパケットが大きすぎます...」という
SQLExceptionがスローされます。(バグ 6682815)
回避方法: --max_allowed_packetオプションでデフォルトの 1Mバイトより大きい
値を設定してMySQLサーバーを起動します。たとえば、次の値を使用します。
--max_allowed_packet=60M

■ データストアに Java DBデータベースを使用している場合、メッセージを格納す
ると、「要求された時間内に例外を取得できませんでした」という SQLException
がスローされます。(バグ 6691394)
回避方法:ブローカの config.propertiesファイルに次のプロパティー値を設定し
ます。:
imq.persist.jdbc.derby.table.MYCONSTATE41.index.IDX2=CREATE INDEX &(index)

ON $(name) (MESSAAGE_ID)

■ 高可用性共有データストアにMySQLデータベースを使用している場合、MySQL
ストレージエンジンを NDBCLUSTERとして設定する機構が必要です。(バグ
6691394)
回避方法:ブローカの config.propertiesファイルに次のプロパティー値を設定し
ます。:
imq.persist.jdbc.mysql.tableoption=EMGINE=NDBCLUSTER

ブローカクラスタ
次に示す問題は、ブローカクラスタに影響します。

■ このリリースでは、フル接続のブローカクラスタのみサポートされています。つ
まり、クラスタ内のすべてのブローカは、そのクラスタ内のほかのブローカと相
互に直接やり取りする必要があります。imqbrokerd -clusterコマンド行引数を使
用してブローカを従来のクラスタに接続する場合は、そのクラスタ内のすべての
ブローカが含まれていることを確認してください。

既知の問題点と制限事項
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■ クライアントが高可用性ブローカクラスタ内のブローカに接続されている場合、
クライアントランタイムは、imqAddressListIterations接続ファクトリ属性の値
を無視して、成功するまで再接続を試みます。

■ クライアントが検索できるのは、ホームブローカにあるキューの内容のみです。
この場合でも、クライアントは、クラスタ内の任意のブローカに対してキューに
メッセージを送信したりキューからのメッセージを消費したりできます。制約を
受けるのはキューの検索のみです。

■ Version 4.2のブローカが含まれる従来のクラスタでは、すべてのクラスタが
Version 3.5以降でなければなりません。

■ デフォルトでは、Message Queue 4.2および 4.1のブローカをMessage Queue 3.7また
は 3.6のブローカと同時に使用できません。これは、これらのバージョン間で
imq.autocreate.queue.maxNumActiveConsumersのデフォルト値が変更されているた
めです。(バグ 6716400)
回避方法: Message Queue 4.2および 4.1のブローカの
imq.autocreate.queue.maxNumActiveConsumersの値を、デフォルト値の -1から以
前のバージョンのデフォルト値である 1に変更します。

■ 従来のクラスタから高可用性クラスタに変換するときに、Message Queueデータ
ベースマネージャーユーティリティー (imqdbmgr )を使用して、既存のスタンドア
ロン JDBCベースデータストアから高可用性共有データストアに変換できます。
方法については、『Sun Java System Message Queue 4.2 Administration
Guide』の「Converting a Standalone Data Store to a Shared Data Store」を参照してく
ださい。

■ HADBを使用するブローカは、10Mバイトより大きなメッセージを処理できませ
ん。(バグ 6531734)

■ コマンド imqdbmgr upgrade hastoreを使用した HADBストアへの変換は、ストア
に 10,000を超えるメッセージが保持されている場合、「設定されているロックの
数が多すぎます」というメッセージが表示されて失敗することがあります。(バグ
6588856)
回避方法:次のコマンドを使用して、ロックの数を増やします。
hadbm set NumberOfLocks=<desiredNumber>

詳細は、『Sun Java System Application Server 9.1 Enterprise Editionトラブルシュー
ティングガイド』の「HADBの問題」を参照してください。

■ 1つのトランザクションに 500を超えるリモートメッセージがコミットされてい
る場合、ブローカはエラー「HADB-E-12815: Table memory space exhausted」を返す
ことがあります。(バグ 6550483)
詳細は、『Sun Java System Application Server 9.1 Enterprise Editionトラブルシュー
ティングガイド』の「HADBの問題」を参照してください。

■ ブローカクラスタで、開始していないリモート接続へのメッセージをブローカが
キューに入れます。(バグ 4951010)

既知の問題点と制限事項
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回避方法:いったんその接続が開始すると、メッセージはコンシューマによって
受信されます。コンシューマの接続が閉じている場合、メッセージは別のコン
シューマへ再配信されます。

■ 1つのトランザクションでリモートブローカから複数のメッセージを消費してい
るときは、次のエラーメッセージがブローカに記録される可能性があります。こ
のメッセージは無視しても問題ありません。

[26/Jul/2007:13:18:27 PDT] WARNING [B2117]:

Message acknowledgement failed from

mq://129.145.130.95:7677/?instName=a&brokerSessionUID=3209681167602264320:

ackStatus = NOT_FOUND(404)\

Reason = Update remote transaction state to COMMITED(6):

transaction 3534784765719091968 not found, the transaction

may have already been committed.

AckType = MSG_CONSUMED

MessageBrokerSession = 3209681167602264320

TransactionID = 3534784765719091968

SysMessageID = 8-129.145.130.95(95:fd:93:91:ec:a0)-33220-1185481094690

ConsumerUID = 3534784765719133952\par

[26/Jul/2007:13:18:27 PDT] WARNING Notify commit transaction

[8-129.145.130.95(95:fd:93:91:ec:a0)-33220-1185481094690,

[consumer:3534784765719133952, type=NONE]]

TUID=3534784765719091968 got response:

com.sun.messaging.jmq.jmsserver.util.BrokerException:

Update remote transaction state to COMMITED(6):

transaction 3534784765719091968 not found, the transaction may have already

been committed.:

com.sun.messaging.jmq.jmsserver.util.BrokerException: Update remote transaction

state to COMMITED(6): transaction 3534784765719091968 not found, the transaction

may have already been committed.r

このメッセージは、imq.txn.reapLimitプロパティーが 1つのトランザクション内
のリモートメッセージの数と比較して少ない場合に、トランザクション内の後の
メッセージのためにコミットをメッセージホームブローカに通知するときに記録
されます。(バグ 6585449)

回避方法:このメッセージを回避するには、imq.txn.reapLimitプロパティーの値
を増やします。

JMXの問題
Windowsプラットフォームでは、トランザクションマネージャーの監視MBeanの
getTransactionInfoメソッドが不正なトランザクションの作成時間を含むトランザ
クション情報を返します。(バグ 6393359)
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回避方法:代わりにトランザクションマネージャーの監視MBeanの
getTransactionInfoByIDメソッドを使用します。

SOAPサポート
SOAPサポートに関連した 2つの問題に注意する必要があります。

■ Message Queueの version 4.0のリリースから、SOAP管理によるオブジェクトのサ
ポートは中止されています。

■ SOAP開発は、いくつかのファイルに依存しています。SUNWjaf、SUNWjmail、
SUNWxsrt、および SUNWjaxpです。Message Queueの version 4.1では、これらの
ファイルを利用できるのは JDK version 1.6.0以降でMessage Queueを実行している
場合のみです。

■ 以前は、SAAJ 1.2実装 .jarが mail.jarを直接参照していました。SAAJ 1.3では、こ
の参照が削除されたため、Message Queueクライアントが mail.jarを明示的に
CLASSPATH内に配置する必要があります。

再配布可能なファイル
Sun Java System Message Queue 4.2には、バイナリ形式で使用でき自由に配布可能な次
のファイルのセットが含まれています。

fscontext.jar

imq.jar

imqjmx.jar

imqxm.jar

jaas.jar

jms.jar

libmqcrt.so (HPUX)
libmqcrt.so (UNIX)
mqcrt1.dll (Windows)

さらに、LICENSEファイルおよび COPYRIGHTファイルも再配布できます。

障害を持つユーザー向けのアクセシビリティー機能
このメディアの出版後にリリースされたアクセシビリティーを入手する場合は、請
求に応じて Sunから提供される 508条に関する製品評価資料を参照し、使いやすいソ
リューションの配備にもっとも適したバージョンを調べてください。最新バー
ジョンのアプリケーション
は、http://sun.com/software/javaenterprisesystem/get.htmlにあります。

アクセシビリティーに対する Sunの取り組みについては、http://sun.com/accessを
参照してください。

再配布可能なファイル
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問題の報告とフィードバックの方法
Sun Java System Message Queueに問題が発生した場合は、次のいずれかの方法で Sun
のカスタマサポートにお問い合わせください。

■ Sunソフトウェアサポートサービス http://www.sun.com/service/sunone/software

このサイトには、ナレッジベース、オンラインサポートセンター、ProductTracker
へのリンクと保守プログラムおよびサポートの連絡先電話番号へのリンクがあり
ます。

■ 保守契約を結んでいるお客様の場合は、専用ダイヤルをご利用ください。

最善の問題解決のため、サポートに連絡する際には次の情報をご用意ください。

■ 問題が発生した箇所や動作への影響など、問題の具体的な説明
■ マシンのタイプ、OSのバージョン、および製品のバージョン (問題に関連してい
る可能性のあるパッチやその他のソフトウェアを含む)

■ 問題を再現するために用いた詳細な手順。
■ すべてのエラーログまたはコアダンプ。

Sun Java System Software Forum
次のサイトでは、Sun Java System Message Queueフォーラムが利用できます。

http://swforum.sun.com/jive/forum.jspa?forumID=24

ご参加を歓迎いたします。

Java Technology Forum
Java Technology Forumsには、関連する JMSのフォーラムがあります。

http://forum.java.sun.com

このマニュアルに関するコメント
弊社では、マニュアルの改善に努めており、お客様からのコメントおよびご忠告を
お受けしております。

コメントを送るには、http://docs.sun.comにアクセスして「コメントの送信」をク
リックしてください。このオンラインフォームでは、マニュアルのタイトルと Part
No.もご記入ください。Part No.は、マニュアルのタイトルページか先頭に記述され
ている 7桁または 9桁の番号です。このマニュアルのタイトルは『Sun Java System
Message Queue 4.2リリースノート』で、Part No.は 820-5641です。

このマニュアルに関するコメント
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その他の情報
次のインターネットのサイトで、Sun Java Systemの情報を参照できます。

■ 関連文書

http://docs.sun.com/prod/java.sys

■ プロフェッショナルサービス

http://www.sun.com/service/sunps/sunone

■ ソフトウェア製品およびサービス

http://www.sun.com/software

■ ソフトウェアサポートサービス

http://www.sun.com/service/sunone/software

■ サポートおよびナレッジベース

http://www.sun.com/service/support/software

■ Sunサポートおよびトレーニングサービス
http://training.sun.com

■ コンサルティングおよびプロフェッショナルサービス

http://www.sun.com/service/sunps/sunone

■ 開発者向けの情報

http://developers.sun.com

■ Sun開発者サポートサービス
http://www.sun.com/developers/support

■ ソフトウェアトレーニング

http://www.sun.com/software/training

その他の情報
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